
(57)【要約】

【課題】　自動車の搭乗者が自動車の走行中に感じる耳

障りなロードノイズを、制振材や板圧等の大掛かりな対

応を取るのではなく、コスト面、重量面で有利な吸音材

を自動車のルーフに最適に配置することで、汚れ、耐久

性、見映えの問題を生じることなく大幅に抑制できる自

動車のルーフ構造を提供する。

【解決手段】　２層のルーフパネルを備える自動車のル

ーフ構造において、上方に位置する第１のルーフパネル

１１と下方に位置する第２のルーフパネル１２とで挟ま

れた部分であって、自動車の室内に伝達される車両の前

後方向のロードノイズに基づく室内空気の粒子速度が高

速となる部分に通気性を有する吸音材１４が設置される

。また、第２のルーフパネル１２は、吸音材１４が設置

されていない部分に開口部１５を有している。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ 層 の ル ー フ パ ネ ル を 備 え る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 で あ っ て 、
　 上 方 に 位 置 す る 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 下 方 に 位 置 す る 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル と で 挟 ま れ た
部 分 で あ っ て 、 前 記 自 動 車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車 両 の 前 後 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室
内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に 通 気 性 を 有 す る 吸 音 材 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル は 、 前 記 吸 音 材 が 設 置 さ れ て い な い 粒 子 速 度 が 低 い 部 分 に 開 口
部 を 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル と の 間 で あ っ て 、 前 記 自 動 車 の 室 内
に 伝 達 さ れ る 車 両 の 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部
分 に 吸 音 材 が さ ら に 設 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル は 、 前 記 吸 音 材 が 設 置 さ れ て い な い 部 分 に 開 口 部 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 車 の ル ー フ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吸 音 材 が 光 透 過 性 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル と の 間 で あ っ て 、 前 記 吸 音 材 が 設 置
さ れ て い な い 部 分 に 室 内 灯 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 室 内 灯 か ら の 照 明 光 が 前 記 吸 音 材 を 透 過 し て 前 記 自 動 車 の 室 内 を 照 明 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 自 動 車 の ル ー フ 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル と 前 記 吸 音 材 と を 含 む レ ゾ ネ ー タ 空
間 部 と 、 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル に 設 け ら れ た 所 定 径 の 開 口 部 と か ら 構 成 さ れ る レ ゾ ネ ー
タ 部 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 自 動 車
の ル ー フ 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ロ ー ド ノ イ ズ の 周 波 数 が 、 ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 で の 空 洞 共 鳴 周 波 数 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 自 動 車 の ル ー フ 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 走 行 中 の 自 動 車 の 搭 乗 者 に と っ て 耳 障 り な ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 す る 自 動 車 の
ル ー フ 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 走 行 中 の 自 動 車 に 発 生 す る 様 々 な ノ イ ズ の う ち 、 自 動 車 の 搭 乗 者 に と っ て 特 に 障 害 に な
っ て い る も の の 一 つ と し て ロ ー ド ノ イ ズ が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な ロ ー ド ノ イ ズ と し て
は 、 例 え ば 、 走 行 中 の 自 動 車 の タ イ ヤ が 路 面 と 衝 突 す る こ と に よ っ て 生 じ る 振 動 が サ ス ペ
ン シ ョ ン と 共 振 し て 大 き な 振 動 と な っ て 車 体 に 伝 達 さ れ て フ ロ ア ー が 大 き く 振 動 し 、 こ れ
に よ っ て 室 内 の 空 気 が 振 動 す る こ と で 生 じ る １ ６ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ノ イ ズ や 、 走 行 中 の 自 動 車
の タ イ ヤ が 路 面 と 衝 突 す る こ と に よ っ て 生 じ る 振 動 に よ っ て 直 接 フ ロ ア ー が 共 振 し て 室 内
の 空 気 を 振 動 さ せ る こ と に よ っ て 生 じ る ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ノ イ ズ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 １ ６ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ に つ い て は 、 自 動 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン を 調 整 す
る こ と に よ っ て 、 ま た イ ン シ ュ レ ー タ 等 を 用 い る こ と に よ っ て 効 果 的 に フ ロ ア ー 振 動 を 低
減 し て ノ イ ズ を 抑 制 で き る こ と が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 フ ロ ア ー の 共 振 に 基 づ く ２ ５ ０ Ｈ
ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ に つ い て は 、 メ ル シ ー ト 等 の 制 振 材 を フ ロ ア ー に 大 量 に 貼 り 付 け た
り 、 フ ロ ア ー の 板 圧 や 剛 性 を 高 く し て ２ ５ ０ Ｈ ｚ で 共 振 し な い よ う に し て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 的 な 手 法 で は 、 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 の よ う な 低 周 波 の 空 気 振 動 で は 吸 音 材 の 効 果 は 期 待
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で き な い が 、 材 質 を 工 夫 し た り 、 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 な 位 置 に 制 振 材 を 設 け れ ば 、 低 周
波 で も 一 定 の 効 果 が 期 待 で き る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ６ ０ ８ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 メ ル シ ー ト 等 の 制 振 材 を フ ロ ア ー に 大 量 に 貼 り 付 け た り 、 フ ロ ア ー の 板
圧 を 厚 く し た り す る 方 法 で は 、 材 料 増 加 や 工 程 増 加 に 伴 っ て 材 料 費 や 人 件 費 等 の コ ス ト が
増 加 す る と 共 に 、 車 両 の 重 量 も 増 加 す る と い っ た 問 題 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 非 汎 用 の 吸 音 材 は 本 来 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 上 の 高 周 波 領 域 に お い て 効 果 の 発 揮 が 期 待 で き る も
の で あ り 、 ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の 低 周 波 領 域 の ロ ー ド ノ イ ズ に 対 し て は 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ
う に 、 特 殊 な 材 質 の も の に す れ ば 効 果 が 期 待 で き る よ う で あ る が 、 現 実 に は そ う い う も の
は な く 容 易 に 入 手 で き る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 粒 子 速 度 が 高 い 所 に 吸 音 材 を 設 け る こ と で 一 定 の 効 果 を 期 待 で き る こ と は 知 ら れ
て い る が 、 フ ェ ル ト の よ う な 吸 音 材 を 低 周 波 で も 効 果 が あ る よ う に 粒 子 速 度 の 高 い 車 室 内
の 位 置 に 設 定 す る こ と は 容 易 な こ と で は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 詳 細 に は 、 低 周 波 で 効 果 を 期 待 す る た め に は 、 空 気 が 通 過 す る 量 が 多 く な る よ う に や わ
ら か い も の に す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 汚 れ 、 耐 久 性 、 見 映 え 等 の 観 点 で 工 夫 が 必 要 で あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 自 動 車 の 搭 乗 者 が 自 動 車 の
走 行 中 に 感 じ る 耳 障 り な ロ ー ド ノ イ ズ を 、 制 振 材 や 板 圧 等 の 大 掛 か り な 対 応 を 取 る の で は
な く 、 コ ス ト 面 、 重 量 面 で 有 利 な 吸 音 材 を 自 動 車 の ル ー フ に 最 適 に 配 置 す る こ と で 、 汚 れ
、 耐 久 性 、 見 映 え の 問 題 を 生 じ る こ と な く 大 幅 に 抑 制 で き る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 ２ 層 の ル ー フ パ ネ ル を 備 え る 自 動 車 の ル ー フ 構
造 で あ っ て 、
　 上 方 に 位 置 す る 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 下 方 に 位 置 す る 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル と で 挟 ま れ た
部 分 で あ っ て 、 前 記 自 動 車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車 両 の 前 後 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室
内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に 通 気 性 を 有 す る 吸 音 材 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル は 、 前 記 吸 音 材 が 設 置 さ れ て い な い 部 分 に 開 口 部 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 は 、 前 記 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 前 記 第 ２ の ル ー
フ パ ネ ル と の 間 で あ っ て 、 前 記 自 動 車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車 両 の 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ
に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に 吸 音 材 が さ ら に 設 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル は 、 前 記 吸 音 材 が 設 置 さ れ て い な い 粒 子 速 度 が 低 い 部 分 に 開 口
部 を 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 は 、 前 記 吸 音 材 が 光 透 過 性 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル と の 間 で あ っ て 、 前 記 吸 音 材 が 設 置
さ れ て い な い 部 分 に 室 内 灯 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 室 内 灯 か ら の 照 明 光 が 前 記 吸 音 材 を 透 過 し て 前 記 自 動 車 の 室 内 を 照 明 す る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 さ ら に ま た 、 本 発 明 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 は 、 前 記 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 前 記 第 ２
の ル ー フ パ ネ ル と 前 記 吸 音 材 と を 含 む レ ゾ ネ ー タ 空 間 部 と 、 前 記 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル に 設
け ら れ た 所 定 径 の 開 口 部 と か ら 構 成 さ れ る レ ゾ ネ ー タ 部 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 は 、 前 記 ロ ー ド ノ イ ズ の 周 波 数 が 、 ２ ５
０ Ｈ ｚ 付 近 で の 空 洞 共 鳴 周 波 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 自 動 車 の 搭 乗 者 が 自 動 車 の 走 行 中 に 感 じ る 耳 障 り な ロ ー ド ノ イ ズ （ 例
え ば 、 ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ ） を 、 自 動 車 の ル ー フ 付 近 の 当 該 ノ イ ズ に よ る 室 内
空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に 通 気 性 を 有 す る 吸 音 材 を 設 け る こ と に よ っ て 当 該 吸 音
材 内 を ノ イ ズ に よ る 室 内 空 気 が 通 り 過 ぎ る こ と に よ り 好 適 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ま
た 、 搭 乗 者 に と っ て 支 障 に な り に く い 天 井 （ ル ー フ ） 部 分 を ２ 層 構 造 の ル ー フ パ ネ ル と し
て 、 そ の 間 に 吸 音 材 を 設 置 す る と と も に 、 吸 音 材 設 置 部 分 以 外 の 粒 子 速 度 が 低 い 部 分 は 開
放 し て い る の で 、 搭 乗 者 に 対 し て 広 々 と し た 室 内 空 間 を 提 供 す る こ と が で き 、 搭 乗 者 に 圧
迫 感 を 与 え る こ と が な く 、 効 率 的 に 吸 音 材 に 空 気 を 接 触 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ル
ー フ パ ネ ル を ２ 層 構 造 と し て 吸 音 材 を 搭 乗 者 か ら は 直 接 視 認 で き な い よ う に し て い る た め
見 映 え も よ く 、 長 期 間 の 使 用 に よ る 空 気 の 流 れ に よ っ て 吸 音 材 に ご み 、 ほ こ り 等 が 付 着 し
て 汚 れ た 場 合 で あ っ て も 、 搭 乗 者 か ら は 直 接 見 え な い の で 室 内 の 美 観 を 維 持 す る こ と が で
き る 。 さ ら に ま た 、 ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ を ル ー フ パ ネ ル 部 分 で 好 適 に 減 少 す る
こ と が で き る の で 、 こ れ ま で の よ う に メ ル シ ー ト 等 の 制 振 材 を フ ロ ア ー 部 分 に 大 量 に 貼 る
必 要 も な い 。 こ れ に よ り 、 制 振 材 に よ る 重 量 増 加 や 貼 り 付 け 加 工 に よ る 工 程 短 縮 に つ い て
も 期 待 す る こ と が で き 、 コ ス ト 的 に も 優 れ た 遮 音 方 法 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 特 に 、 自 動 車 の 搭 乗 者 が 自 動 車 の 走 行 中 に 感 じ る 耳 障 り な ２ ５
０ Ｈ ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ に よ る 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 左 右 の 窓 等 に よ っ て 反 射 す る こ と
に よ っ て 生 ず る 耳 障 り な ロ ー ド ノ イ ズ を 好 適 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 左 右 の
ウ イ ン ド ウ を 介 し て 伝 達 し て く る 風 切 り 音 も 併 せ て 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 吸 音 材 を 透 過 し て 室 内 に 照 明 さ れ た 照 明 光 が 間 接 照 明 と し て
機 能 し 、 装 飾 的 に も 優 れ た ル ー フ 構 造 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 レ ゾ ネ ー タ 空 間 部 と 開 口 部 の サ イ ズ を 特 定 の 周 波 数 の ノ
イ ズ に 対 し て 適 合 す る よ う に 設 定 す る こ と に よ り 、 当 該 閉 空 間 が レ ゾ ネ ー タ と し て 機 能 し
、 開 口 部 か ら 入 力 し た ノ イ ズ の 消 音 を 吸 音 材 に よ る 遮 音 と 併 せ て 効 果 的 に 遮 音 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 及 び 当 該 ル ー フ
構 造 を 備 え た 自 動 車 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 １ （ ａ
） は 本 実 施 形 態 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 の 外 観 図 、 図 １ （ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） の 外 観 図 に
お け る 線 Ａ Ａ ’ に 対 応 し た 断 面 図 （ 端 面 ） で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る
自 動 車 の ル ー フ 構 造 は 、 上 方 に 位 置 す る 第 １ の ル ー フ パ ネ ル １ １ と 下 方 に 位 置 す る 第 ２ の
ル ー フ パ ネ ル １ ２ と の ２ 層 の ル ー フ パ ネ ル を 備 え て い る 。 尚 、 第 １ の ル ー フ パ ネ ル １ １ と
第 ２ の ル ー フ パ ネ ル １ ２ と は 、 ル ー フ レ ー ル 等 の 補 強 部 材 １ ３ を 用 い て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 第 １ の ル ー フ パ ネ ル １ １ と 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル １ ２ と で 挟 ま れ た 部 分 で あ っ て
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、 自 動 車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車 両 の 前 後 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速 度
が 高 速 と な る 部 分 に 通 気 性 を 有 す る 吸 音 材 １ ４ が 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の ル ー フ パ
ネ ル １ ２ に は 、 吸 音 材 １ ４ が 設 置 さ れ て い な い 部 分 に 開 口 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 尚 、
吸 音 材 １ ４ の 設 置 場 所 に つ い て は 、 座 席 に 着 座 し た 搭 乗 者 か ら は 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル １ ２
に 隠 れ て お り 、 直 接 視 認 す る こ と が で き よ う い よ う な 位 置 に 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 こ
の 理 由 と し て 、 ル ー フ パ ネ ル を ２ 層 構 造 と し て 吸 音 材 を 搭 乗 者 か ら は 直 接 視 認 で き な い よ
う に し て い る た め 見 映 え が よ く な る か ら で あ る 。 ま た 、 長 期 間 の 使 用 に よ る 空 気 の 流 れ に
よ っ て 吸 音 材 １ ４ に 対 し て 、 ご み や ほ こ り 等 が 付 着 し て 汚 れ る こ と が 想 定 さ れ 、 そ の よ う
な 場 合 で あ っ た も 搭 乗 者 か ら は 直 接 視 認 す る こ と が で き な い の で 室 内 の 美 観 を 損 な わ ず 維
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 吸 音 材 １ ４ は 、 フ ェ ル ト 等 の 天 然 繊 維 を 用 い た も の や 、 ポ リ エ
チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 等 の 合 成 繊 維 を 用 い た も の 等 か ら な る 吸 音 機 能 を 有 す る
一 般 的 な 材 質 か ら 構 成 さ れ る も の で あ る 。 こ の よ う な 汎 用 の 吸 音 材 は 、 高 周 波 数 領 域 の 吸
音 性 能 に は 優 れ て い る も の の 、 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 の 低 周 波 数 領 域 の 吸 音 性 能 は 低 下 す る 。 尚
、 本 実 施 形 態 で 主 と し て 対 象 と し て い る ロ ー ド ノ イ ズ は 、 搭 乗 者 に と っ て 騒 音 性 の 特 に 高
い 、 ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 で の 空 洞 共 鳴 周 波 数 で あ る 。 こ の た め 、 従 来 は 、 吸 音 材 の 使 用 量 を 増
加 す る こ と で 対 応 し て い た が 、 使 用 量 の 増 加 に 伴 う コ ス ト 増 加 や 重 量 増 加 の 割 に は 吸 音 性
能 が 向 上 し な い た め に 効 率 的 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ こ で 本 実 施 形 態 は 、 こ の よ う な 汎 用 の 吸 音 材 で あ っ て も 、 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 の 低 周 波 数
領 域 の ノ イ ズ に よ る 空 気 粒 子 の 粒 子 速 度 が 高 速 状 態 で 吸 音 さ せ た 場 合 に は 、 効 果 的 に 吸 音
で き る と い う 事 実 に 着 目 し 、 そ の よ う な 位 置 に 吸 音 材 を 配 置 し た ル ー フ 構 造 を 用 い て 、 ロ
ー ド ノ イ ズ の 低 減 を 図 る こ と と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 自 動 車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車 両 の 前 後 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の
粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 前 述 の よ う に 、 ロ ー ド ノ イ ズ に は
、 走 行 中 の 自 動 車 の タ イ ヤ が 路 面 と 衝 突 す る こ と に よ っ て 生 じ る 振 動 が サ ス ペ ン シ ョ ン と
共 振 し て 大 き な 振 動 と な っ て 車 体 に 伝 達 さ れ て フ ロ ア ー が 大 き く 振 動 し 、 こ れ に よ っ て 室
内 の 空 気 が 振 動 す る こ と で 生 じ る １ ６ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ノ イ ズ や 、 走 行 中 の 自 動 車 の タ イ ヤ が
路 面 と 衝 突 す る こ と に よ っ て 生 じ る 振 動 に よ っ て 直 接 フ ロ ア ー が 共 振 し て 室 内 の 空 気 を 振
動 さ せ る こ と に よ っ て 生 じ る ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ノ イ ズ が あ る 。 こ の う ち 、 １ ６ ０ Ｈ ｚ 付 近
の ロ ー ド ノ イ ズ に つ い て は 、 自 動 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 ま た イ ン
シ ュ レ ー タ 等 を 用 い る こ と に よ っ て 効 果 的 に フ ロ ア ー 振 動 を 低 減 し て ノ イ ズ を 抑 制 で き る
こ と か ら 、 本 実 施 形 態 で は 、 主 と し て ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の 周 波 数 を 有 す る ロ ー ド ノ イ ズ を 対
象 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 自 動 車 の 車 内 に お け る ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子
速 度 分 布 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 粒 子 速 度 の 分 布 は 一 般 的 に は 正
弦 波 で 表 現 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 一 般 的 な 自 動 車 の 室 内 に
伝 達 さ れ る 車 両 の 前 後 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 分 布 を 示 す も の で
あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 般 的 な 自 家 用 車 等 で は 、 車 両 の 前 後 方 向 に つ い て は 符 号 ２ １
～ ２ ７ で 示 さ れ る 部 分 が 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 で あ り 、 自 動 車 の 室 内 空 間
の 長 さ 等 に 応 じ て ２ ～ ３ 箇 所 生 じ る こ と が わ か る 。 こ の 位 置 は 、 自 動 車 の 種 類 （ す な わ ち
、 室 内 空 間 の 形 状 や 長 さ 等 ） に 応 じ て 決 定 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 自 動 車 の 搭 乗 者 の 障 害 と な り に く い ル ー フ パ ネ ル 付 近 で 上 記 定 収 は ロ
ー ド ノ イ ズ を 低 減 す る も の で あ る 。 そ こ で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 こ れ ら の ロ ー ド ノ イ ズ に
基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に 上 述 し た 吸 音 材 を 設 置 す る こ と に よ り 、 汎
用 の 吸 音 材 で あ っ て も 吸 遮 音 効 果 を 期 待 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 ２ ５ ０ Ｈ ｚ
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付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ を ル ー フ パ ネ ル 部 分 で 減 少 す る た め に 、 ル ー フ パ ネ ル 内 側 面 の 全 面 に
渡 っ て 吸 音 材 を 貼 り 付 け る 必 要 が な く 、 必 要 最 小 限 の 吸 音 材 だ け を 設 置 す れ ば よ く な る の
で 、 吸 音 材 を 大 量 に 使 用 す る 必 要 も な く 、 貼 り 付 け 加 工 に よ る 工 程 短 縮 や コ ス ト 的 に も 優
れ た 遮 音 方 法 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 の 別 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 こ こ
で 、 上 述 し た 自 動 車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車 両 の 前 後 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気
の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に つ い て 吸 音 材 を 設 置 す る 目 的 か ら 見 れ ば 、 図 ３ （ ａ ） に 示
す よ う な ル ー フ 構 造 を と り 、 図 １ （ ａ ） で は 開 口 部 １ ５ と さ れ て い た 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル
の 部 分 （ す な わ ち 、 破 線 ３ １ で 示 さ れ る 部 分 ） に も 吸 音 材 を 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 但
し 、 開 放 部 分 が 小 さ く な る こ と に よ っ て 、 搭 乗 者 に と っ て 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル が 支 障 と な
り 、 圧 迫 感 を 与 え て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う な ル ー フ 構 造 の 場 合 は 、 吸 音 効 果 と い う 面 で は 、 図 １ （ ａ
） に 示 す ル ー フ 構 造 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 し か し 、 図 ３ （ ｂ ） の 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル
の 部 分 ３ ２ ～ ３ ５ が 角 張 っ て い る の に 対 し て 、 図 １ （ ａ ） に 示 す 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル の 当
該 部 分 は 先 端 に 行 く に つ れ て 細 く な る と と も に 丸 み を 持 た せ た 形 状 に な っ て い る 。 こ れ に
よ り 、 角 張 っ て い る 構 造 よ り も さ ら に 搭 乗 者 に 開 放 感 を 与 え る と と も に 、 デ ザ イ ン 的 に も
優 れ た ル ー フ 構 造 を 提 供 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 同 一 の 長 さ で あ
っ て も 、 先 に 丸 み を 帯 び て い る 方 が 先 が 角 張 っ て い る 形 状 よ り も 、 搭 乗 者 に 開 放 感 を 与 え
る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ を 考 慮
し た 自 動 車 の ル ー フ 構 造 を 示 す 外 観 図 で あ る 。 尚 、 一 般 的 な 自 動 車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車
両 の 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 は 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う な 分 布
を し て い る 。 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 車 両 の 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に よ る 室 内 空 気 の
粒 子 速 度 は 、 符 号 ２ ８ で 示 す 部 分 が 高 速 と な る 部 分 で あ る 。 す な わ ち 、 ル ー フ パ ネ ル 付 近
に お い て 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 が 、 一 般 的 な 自 家 用 車 等 で は 車 内 に １ 箇 所 生 じ る こ と
が わ か る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 、 図 ４ （ ａ ） で は 、 図 １ （ ａ ） に 示 さ れ た ル ー フ パ ネ ル に 対 し て 、 左 右 方 向 の ロ
ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 （ す な わ ち 、 第 ２ の ル ー フ パ ネ
ル ４ １ の 部 分 ４ ２ 、 ４ ３ と 第 １ の ル ー フ パ ネ ル ４ ４ と で 挟 ま れ た 部 分 ） に 同 様 に 吸 音 材 が
設 置 さ れ て い る 。 尚 、 吸 音 材 が 設 置 さ れ て い る 部 分 は 、 図 ２ に 示 す 場 合 と 同 様 に 、 上 下 ル
ー フ パ ネ ル の 間 で あ る 。 す な わ ち 、 図 ４ に 示 さ れ る ル ー フ 構 造 は 、 図 １ に 示 さ れ る ル ー フ
構 造 に 対 し て 、 さ ら に 、 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル と の 間 で あ っ て 、 自 動
車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車 両 の 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速
と な る 部 分 に 吸 音 材 が 設 置 さ れ 、 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル は 、 吸 音 材 が 設 置 さ れ て い な い 部 分
に 開 口 部 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 自 動 車 の 室 内 に 伝 達 さ れ る 車 両 の 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内
空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に つ い て 吸 音 材 を 設 置 す る 目 的 か ら 見 れ ば 、 図 ４ （ ｂ ）
に 示 す よ う な ル ー フ 構 造 を と り 、 図 ３ や 図 ４ （ ａ ） で は 開 口 部 と さ れ て い た 第 ２ の ル ー フ
パ ネ ル の 部 分 （ す な わ ち 、 破 線 ４ ５ で 示 さ れ る 部 分 ） に も 吸 音 材 を 配 置 す る こ と が 望 ま し
い 。 但 し 、 開 放 部 分 が 小 さ く な る こ と に よ っ て 、 搭 乗 者 に と っ て 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル が 支
障 と な り 、 圧 迫 感 を 与 え て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 尚 、 自 動 車 の 搭 乗 者 に と っ て は 、 車 両 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ よ り も 車 両 前 後 方 向 の ロ
ー ド ノ イ ズ か ら 受 け る 騒 音 の 方 が 大 で あ る た め 、 特 に 前 後 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ に 対 す る 吸
音 材 の 設 置 を 優 先 す る よ う に す る ほ う が よ り 望 ま し い 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 し た よ う な ル ー フ 構 造 を 有 す る こ と に よ っ て 、 特 に 、 自 動 車 の 搭 乗 者 が 自 動 車 の 走
行 中 に 感 じ る 耳 障 り な ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ に よ る 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 左 右 の
窓 等 に よ っ て 反 射 す る こ と に よ っ て 生 ず る 耳 障 り な ロ ー ド ノ イ ズ を 好 適 に 減 少 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 自 動 車 の 搭 乗 者 が 自 動 車 の 走 行 中 に 感 じ る 耳 障 り な
２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ に よ る 室 内 空 気 の 粒 子 速 度 が 高 速 と な る 部 分 に 通 気 性 を 有
す る 吸 音 材 を 設 け た ル ー フ 構 造 を 示 し た 。 こ れ に よ り 、 当 該 吸 音 材 内 を ノ イ ズ に よ る 室 内
空 気 が 通 り 過 ぎ る こ と で 好 適 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 搭 乗 者 に と っ て 支 障 に な
り に く い 天 井 （ ル ー フ ） 部 分 の ２ 層 構 造 の ル ー フ パ ネ ル の 間 に 吸 音 材 を 設 置 す る と と も に
、 吸 音 材 設 置 部 分 以 外 は 開 放 し て い る の で （ 特 に 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う な ル ー フ 構 造 ）
、 搭 乗 者 に 対 し て 広 々 と し た 室 内 空 間 を 提 供 す る こ と が で き 、 搭 乗 者 に 圧 迫 感 を 与 え る こ
と も な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 左 右 の ウ イ ン ド ウ を 介 し て 伝 達 し て く る 風 切 り 音 も 併 せ て 減 少 さ せ る こ と が で
き る と い う 効 果 も 期 待 で き る 。 図 ５ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の 前 後 方 向 及 び 左
右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ 及 び 左 右 方 向 の 風 切 り 音 を 考 慮 し た 自 動 車 の ル ー フ 構 造 を 示 す 図 で
あ る 。 す な わ ち 、 左 右 の ウ イ ン ド ウ を 介 し て 伝 達 し て く る 風 切 り 音 を 本 格 的 に 減 少 さ せ た
い よ う な 場 合 は 、 例 え ば 図 ４ （ ｂ ） の ル ー フ 構 造 に 対 し て さ ら に 風 切 り 音 対 策 用 の 吸 音 材
を 配 置 す る た め に 、 ３ ０ ０ Ｈ ｚ ～ ４ ０ ０ Ｈ ｚ と い っ た 自 動 車 の 左 右 方 向 の 風 切 り 音 に 対 応
さ せ た 位 置 （ 図 ５ の 破 線 ５ １ 、 ５ ２ で 示 さ れ る 部 分 ） に 、 吸 音 材 を 配 置 可 能 な 第 ２ の ル ー
フ パ ネ ル を 有 す る ル ー フ 構 造 を 提 供 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ は 、 第 １ の ル ー フ パ ネ ル １ １ と 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル １ ２ 間 に 吸 音 材 １ ４ の 他 に 、 室
内 灯 （ 電 球 ） ６ ０ を 設 置 し た と き の ル ー フ 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 尚 、 こ の 際 の 吸 音 材
１ ４ に つ い て は 光 透 過 性 を 持 た せ て お く 。 す な わ ち 、 光 透 過 性 を 有 す る 吸 音 材 １ ４ を 第 １
の ル ー フ パ ネ ル １ １ と 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル １ ２ と の 間 で あ っ て 、 吸 音 材 １ ４ が 設 置 さ れ て
い な い 部 分 に 室 内 灯 ６ ０ を 設 置 し 、 室 内 灯 ６ ０ か ら の 照 明 光 が 吸 音 材 １ ４ を 透 過 し て 自 動
車 の 室 内 を 照 明 す る よ う に し た 。 こ れ に よ り 、 室 内 灯 ６ ０ か ら 照 射 さ れ た 室 内 光 は 、 光 透
過 性 を 有 す る 吸 音 材 １ ４ 内 を 透 過 し て 、 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル １ ２ の 開 放 部 上 部 に 位 置 す る
第 １ の ル ー フ パ ネ ル 面 ６ １ や 他 の 室 内 壁 面 等 に 対 し て 照 射 さ れ 、 間 接 照 明 に よ る ソ フ ト な
光 を 照 射 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 そ し て 、 間 接 照 明 と し て の 機 能 を 付 加
す る こ と で 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 先 細 り の 丸 み を 持 た せ た こ と と 相 ま っ て 、 搭 乗 者 に
対 し て よ り 開 放 感 を 与 え る と と も に 装 飾 的 に も 優 れ た ル ー フ 構 造 を 提 供 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 示 す ル ー フ 構 造 を レ ゾ ネ ー タ と し て 活 用 す る 場 合 の ル ー フ 構 造 を 示 す 図
で あ る 。 尚 、 図 ７ （ ｂ ） は 当 該 ル ー フ 構 造 の 外 観 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 外 観 図 の 線 Ｂ Ｂ ’ に 対
応 す る 断 面 図 （ 端 面 ） で あ る 。 す な わ ち 、 第 １ の ル ー フ パ ネ ル １ １ と 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル
１ ２ と 吸 音 材 １ ４ と を 含 む レ ゾ ネ ー タ 空 間 部 ７ １ を 設 け 、 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル １ ２ に は さ
ら に 所 定 径 の 開 口 部 ７ ２ を 設 け 、 当 該 レ ゾ ネ ー タ 空 間 部 ７ １ と 開 口 部 ７ ２ と か ら 構 成 さ れ
る レ ゾ ネ ー タ 部 を 上 述 し た ル ー フ 構 造 に 持 た せ る よ う に す る 。 そ し て 、 レ ゾ ネ ー タ 空 間 部
７ １ と 開 口 部 ７ ２ の サ イ ズ を 特 定 の 周 波 数 の ノ イ ズ に 対 し て 適 合 す る よ う に 設 定 す る こ と
に よ り 、 当 該 閉 空 間 が レ ゾ ネ ー タ と し て 機 能 し 、 開 口 部 ７ ２ か ら 入 力 し た ノ イ ズ の 消 音 を
吸 音 材 に よ る 遮 音 と 併 せ て 効 果 的 に 遮 音 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 自 動 車 の 車 内 に お け る ２ ５ ０ Ｈ ｚ 付 近 の ロ ー ド ノ イ ズ に 基 づ く 室 内 空 気 の 粒 子 速
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度 分 布 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 自 動 車 の ル ー フ 構 造 の 別 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ を 考 慮 し
た 自 動 車 の ル ー フ 構 造 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 の ロ ー ド ノ イ ズ 及 び 左 右
方 向 の 風 切 り 音 を 考 慮 し た 自 動 車 の ル ー フ 構 造 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ の ル ー フ パ ネ ル と 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル 間 に 吸 音 材 の 他 に 、 室 内 灯 を 設 置 し た
と き の ル ー フ 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す ル ー フ 構 造 を レ ゾ ネ ー タ と し て 活 用 す る 場 合 の ル ー フ 構 造 を 示 す 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ １ 　 第 １ の ル ー フ パ ネ ル
　 １ ２ 　 第 ２ の ル ー フ パ ネ ル
　 １ ３ 　 補 強 部 材
　 １ ４ 　 吸 音 材
　 １ ５ 、 ７ ２ 　 開 口 部
　 ６ ０ 　 室 内 灯
　 ７ １ 　 レ ゾ ネ ー タ 空 間 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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